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Cadence® Allegro® PCB RF Option は、スケマティックからレイアウト、バック

アノテーションを含む全フローにおいて RF 設計の生産性を大幅に向上させ

るミックスシグナル設計環境です。 このオプションは、Allegro PCB Design

上でデジタル/アナログ回路を伴う RF/マイクロ波回路の作成、インテグレー

ション、およびアップデートの環境を提供します。 豊富なレイアウト機能や

RF シミュレーション・ツールとの強力なインターフェースにより、設計者は

Allegro Design Entry-HDL、Allegro PCB Editor、あるいは Agilent Advanced 

Design System (ADS)のいずれからでも RF 設計を開始することができます。 

 
  

PCB RF 設計ソリューション ンテグレーションを円滑に行うためにケイデンスの Allegro

と Agilent ADS 設計環境の双方の強みを効果的に統合し

ます。 

 

PCB 設計者は、ミックスシグナル設計における RF 回路の

インテグレーションに関して、厳しい課題に直面していま

す。 
Allegro PCB RF Option は、複雑な RF/ミックスシグナル設

計を Allegro Design Entry-HDL (DE-HDL)と Allegro PCB

の統合環境を利用し容易に手早く開発するために必要な

全てを提供します。 

今日の PCB 設計は非常に複雑であり、同一 PCB 上にデ

ジタル、RF/マイクロ波、そしてアナログ回路のような全て

の設計要素を盛り込む必要があります。 
 

PCB 上でこれら複雑な要素を取り扱うために設計者は、ミ

ックスシグナル設計がインテグレーションされ、実務に使え

る PCB 設計環境下で行わなくてはなりません。 

Allegro PCB RF Option は、強力なレイアウト機能セットを

提供します: 

パラメータ化されたエッチ・エレメントの生成、クイック・プレ

ースメント機能、RF スタイル配線、RF エッチ・エレメント編

集、ビア・アレイの配置機能(RF コンポーネントやコネクト・

ライン、ディスクリート部品など   ユーザの指定したオブ

ジェクトにビア・アレイを配置)など。 

RF/マイクロ波モジュールは、多くの点でデジタル回路と

異なっています。 例えば、配置された RF コンポーネント

は通常、幅と長さでパラメータ化されています。 また、RF

回路は RF レイアウトに利用される多くの不規則シェイプや

対称的な構造を持っています。  
生成されたエッチ・エレメントはパラメータを伴った RF コン

ポーネントとして認識されます。 ユーザは RF コンポーネ

ント配置後に容易にエレメントのパラメータを変更すること

ができます。 

 

 
また、Allegro PCB RF Option は、Allegro PCB Editor の既

存シェイプ機能を補完する Flexible Shape Editor を備え、

複雑なシェイプ作成や編集をサポートします。 

 
PCB レイアウト上で RF コンポーネントを認識する能力と合

わせ、Allegro PCB RF Option は PCB 設計で新しく導入さ

れた RF エレメントに対し Allegro DE-HDL 編集用に RF 回

路スケマティックを生成するレイアウト・ドリブンのユニーク

な機能を提供します。 

図 1： PCB 設計フロー内にインテグレートされた RF 設計環境 
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Allegro PCB RF Option の RF 設計ソリューションは、 Allegro PCB RF Option は、さらに Agilent 社の RF 設計／

解析ツールとの組み合わせによる異なる設計フローをサ
ミックスシグナル PCB 上での RF 回路の設計、ならびにイ 

 
 



 

ポートします。 このフローでは、双方向デザイン・デ

ータ変換（部分的、あるいは全体）、ディスクリート部

品トランスレータ、そして Agilent ADS からのスケマテ

ィック・インポートが提供されます。 

 
利点 
 

• ミックスシグナル設計でRF回路の統合時間を短縮 

• Allegro DE-HDLならびにAllegro PCB Editorとのシー

ムレスな統合 

• 統一された設計環境とデータベースを利用する完全

な RF/マイクロ波設計ソリューションの提供 

• 設計生産性を改善し、複雑なRFシェイプの作成やRF

トレース配線、ビア・アレイ等に要する設計時間の短縮 

• Agilent ADS RF設計／解析環境とのインテグレーショ

ン 

• デジタル設計とRF/ミックスシグナル設計の双方に対し、

同じFront-to-Backならびにバックアノテーションのフ

ローが利用可能 

• RF 回路に対し、レイアウト・ドリブンの設計を通してス

ケマティックのアップデート時間を短縮 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
特長 

パラメータ化されたRFエッチ・エレメント 
 

Allegro PCB RF Optionは、RF回路設計で利用されるパラ

メータ化されたRFエッチ・エレメントの作成と編集を可能に

します。 マイクロストリップ、ストリップラインなど600以上の

パラメータ化されたエレメントがコンポーネントとして用意さ

れています。 

 

RFレイアウト 
 

Allegro PCB RF Optionは、Allegro PCB Editor上でパワフ

ル、かつ柔軟な配置、配線や編集のツール・セットを提供

します。 Allegro PCB RF OptionはRFエッチ・エレメントを

認識できるため、RFコンポーネントの作成、配置、および

接続に非常に使い易い仕組みを提供します。 ＲＦトレー

スを最適に処理されたRFベンド、カーブ、スクエアのような

異なるベンド・スタイルで容易に配線することができます。 

同様に  2点間を直線RFトレース、あるいはミアンダトレ

ースで接続することができます。 
 
その他、RF レイアウトに含まれる機能として以下が挙げら

れます： 
 
• 個々のRFコンポーネント、あるいは選択されたオブジェ

クト・セット(shape, cline, etch elements, vias)の移動、回

転、フリップ、コピー 

• RFコンポーネント、あるいは選択されたオブジェクト・セッ

トのグループ・コピー、フリップ、回転 

• RFパラメータの変更とRFエッチ・コンポーネントの再生

成 

• RFコンポーネント、あるいはエッチ・オブジェクト・グルー

プのあるレイヤから他のレイヤへのプッシュ 

• RF配線プロセス中のRFコンポーネントの挿入 

• RFトレースに対するエレクトリカルな計算と表示 

• カスタムRFコンポーネント定義 

• RFコンポーネントからシェイプへの変換 

• Allegroのコネクトライン（cline）からトランスミッション ライ

ン・コンポーネントへの変換 

• RFトレースのコーナー面取り 

• 変数/式の表示と修正 

• シンメトリック/バランス回路に対するフリップモードを含

むスピーディな複製 

 
FLEXIBLE SHAPE EDITOR (FSE) 
 

FSE モジュールは、ライン、シェイプ・エッジ、バーテ

ックス、あるいはシェイプ全体に対する強力な編集

機能のセットです。 このモジュールは、既存の

Allegro PCB Editor のライン/シェイプ編集機能を

拡張し、カッパー編集、調整、リサイズに、パワフル

で柔軟性のある機能を提供します。 この機能は RF

シェイプ修正の柔軟性を向上し、特にパワーアンプ

回路やフィルター回路のような不規則なシェイプを

多用するケースで効果を発揮します。 

図２： 複雑な RF コンポーネントの作成と編集をサポート 

 

AGILENT ADS の ALLEGRO DFI 機能  
 

Agilent ADS には、Allegro テクノロジに対する Design flow 

integration (DFI)が含まれており、ADS の 3D 電磁界シミュ

レータを利用した解析向けにトレース、ビア、集中定数素

子、ボンドワイヤ、ボールグリッドアレイ等をインポートする

ことが可能です。 

マルチポート周波数応答の出力データ(S パラメータ)の他
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に、ADS はジオメトリ、フィールド、電流に対する 3D 表示ツ

ールを提供します。 内部ノードのフィジカル・ビヘイビア

に対する洞察により、エンジニアはパフォーマンス・ゴール

を達成するよう設計を調節することができます。 

レイアウト・ドリブンの RF 設計 
 

Allegro PCB RF Option は、PCB RF レイアウトに追加され

た RF サブサーキットに対し、自動的にスケマティックを生

成するバックアノテーション・プロセスを可能とします。  
 これにより RF エンジニアは、レイアウト内でエレメントを作

成し、Momentumを利用してモデル化を行い、次にADS を

利用した解析により妥当性検討を行うという一連のフロー

を実施することが可能となります。追加された RF エレメント

に対するスケマティック作成の自動化は、RF サーキットの

妥当性確認後にスケマティックをアップデートするのに要

していた時間を削減します。 

RF 回路のインポート 
 

Allegro DE-HDL では、ミックスシグナル PCB 設計のデジ

タル/アナログの各パートをインテグレートするために、

Agilent ADS 設計環境からの RF 回路のインポートを実行

できます。 

スケマティックのインポートにはウィザード・ドリブン・フロー

が利用されるため、シンボル作成とスケマティック・アップ

デートが簡単に行えます。 

 
ADS レイアウトとの双方向インターフェース 
 

全てのパラメトリックRFコンポーネントは、自動的にAllegro 

RF ライブラリにマップされます。 
Allegro PCB Editor と Agilent ADS 間の双方向フィジカル・

インターフェースは、設計者に Allegro PCB Editor、あるい

は ADS 環境のどちらでも RF レイアウト設計を行うことがで

きる環境を提供します。 PCB RF の機能を用いて設計者

は、事前に定義され RF ライブラリに登録済みのパラメータ

化されたコンポーネントを利用して RF 設計を実施すること

も、あるいは FSE 機能等を利用してフレキシブルなシェイ

プとラインを作成して RF 設計を実行することもできます。 

パッケージ部品は、Universal Component Browser を使い

既存ライブラリにマップすることができます。また、Allegro

シンボルは、インポートされた設計からの情報を利用して

作成することができます。 変数/式と階層構造がサポート

されます。 

 

ビア・アレイ Allegro PCB Editor のレイアウト構造は、素早く、正確に

ADS に移行させることができます。 
 

RF 設計者は、適正なグランディング/シールディングを実

施する為、そして電磁波の影響を和らげるために、RF 回

路上にビア・アレイを使用します。 

また、電磁界解析結果に基づいた ADS でのレイアウト構

造の変更/最適化は、Allegro PCB Editorにバックアノテー

トさせることができます。 Allegro PCB RF Option は、必要とされるビア・アレイを容

易に配置するための方法を提供します。  
 ユーザは、RF エッチ・コンポーネントのバウンダリ、カッパ

ー・シェイプのバウンダリ、あるいはディスクリート部品の周

辺に沿って、ビアの配置ができます。 

 
 
  

 
 

 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 
図 4： Allegro PCB RF Option は、Agilent ADS 環境で 
種々の RF 設計フローをサポートします。 

 

 

 

 

 
図 3： ビア・アレイはユーザ選択されたオブジェクトグループ周辺 
に付加される  
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ディスクリート部品のライブラリ変換 オペレーティング・システムのサポート 
  

Allegro PCB RF Option では、ディスクリート部品やパッケ

ージ部品を ADS から Allegro 部品ライブラリ（スケマティック

シンボル、パッケージフットプリント）へと変換することがで

きます。スケマティックとレイアウトの両方のファイルが同時

に処理されます。 

ALLEGRO PLATFORM TECHNOLOGY: 
 Windows XP 
 Sun Solaris 
 Linux 

 
OrCAD TECHNOLOGY:  

 Windows  
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